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接合接合

彦根市章

ハニカムビームの製造手順ハニカムビームの製造手順

CLT原版からの切り出し図

3m

12m

接合部ディテール

上下部材のせん断接合に
は、鋼板挿入ドリフトピン
接合を採用。接合部が目
立たず普遍的で合理的な
納まりとします。

CLTの定尺幅3mに対し効率
よく割り付けることができ、資
材のロスがなく効率的に製作
できます。エンドミル50Φを使
用してカットできます。

Y方向は十分な壁量を確保できているため、撤去に大きな
問題はありません。しかし、X方向は壁量が少なく、B通り、I
通り、J通りで地震力を負担する計画となっています。これら
通りの耐力壁を残すことは重要であり、特にB通りの耐力壁
は偏心率に大きな影響を与えるため、本計画では残す計画
とします。

2F梁は防水納まりのための水勾配コンクリートや、押さ
えコンクリートなどを含む重い屋根荷重を負担します。原
設計では壁が取り付く梁と取り付かない梁で、明確に配
筋量を分けているため、壁を取ってしまうと長期で許容応
力度を超過します。そのため、耐力壁撤去予定の壁は袖
壁を残し、許容応力度以内となるスパンとします。

設計内容をふまえ、既存部の耐震診断を行い、地震時の振動及び衝撃に対して問題ないことを確認しています。

トップライトは一般開架室の屋根の梁の中間に設けます。
屋根の構造の鉄骨ブレースとトップライトが干渉するため、ブレースをX形状からダイヤ形状に付け替えることで、既
存躯体に支障がない設計とします。
またトップライト施工にあたり屋根の母屋の吹替え範囲は最小に抑え、コスト縮減に配慮します。

既存の壁量を減らさない提案にすることで既存遡及しない計画増築部と既存部を構造上別棟とし、既存の構造の変更を最小限にすることで構造計算ルートを簡易化

＜増築部＞＜増築部＞

＜既存部＞

現状での耐震診断の実施

切断切断①①

②②

③③

大スパンを合理的に実現するCLTのハニカムビーム大スパンを合理的に実現するCLTのハニカムビーム

ハニカムビームは、同じ高さの梁
に比べ、たわみが同程度である。
→材料少なくしつつ、強度を確保

材料
4割減

ハニカムビーム

ハニカムビーム

同じ成の梁

同じ材積の梁

ハニカムビームの合理性の検証：
　-同じ材積の梁との比較

　-同じ梁成の梁との比較

ハニカムビームは、同じ材積の
梁に比べ、たわみが少ない。

（イ）④設計および工法に関する技術提案

CLTのハニカムビーム
の他端は、地震時の横
倒れを防止するため、
同じ成の受け梁を介し
て構造本棚で支持し
ます。

ハニカムビームを支持する本棚の構造

壁柱

受梁

ハニカム
ビーム

構造本棚

6

エキスパンション
ジョイント

ハニカムビーム

増築部

既存部

増築部の面積が既存延面積の1/2以下で、エキスパン
ション・ジョイントで増築部と既存部を構造上分離
→既存部：　耐震診断基準(既存遡及しない)
　増築部：　現行基準適合

トップライトを最小限の工事で実現する構造の仕組み

既存屋根鉄骨伏図 新設屋根鉄骨伏図屋根吹替え範囲

既存ブレース 新規ブレース

トップライト既存大梁

増築部の木造梁（ハニ
カムビーム）はスパン
に合わせて最適な梁
成に変え、コスト縮減
に配慮します。

構造
本棚

ＣＬＴ壁柱 横繋ぎ材

ハニカムビームとは木材を互い違いになるように切断してハニカムビームとは木材を互い違いになるように切断して
つなげることで少ない材積（木材の量）で大スパンを飛ばすつなげることで少ない材積（木材の量）で大スパンを飛ばす
ことができる合理的な架構です。六角形の孔ができることかことができる合理的な架構です。六角形の孔ができることか
ら”ハニカム”と呼ばれ、彦根市章が連想されます。ら”ハニカム”と呼ばれ、彦根市章が連想されます。
CLTを用いることで歩止まりよくでき、他の集成材やLVLなCLTを用いることで歩止まりよくでき、他の集成材やLVLな
どに比べ、安価に製造することができます。またCLTを採用どに比べ、安価に製造することができます。またCLTを採用
することで、補助金取得も見込めます。することで、補助金取得も見込めます。
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地震力負担方向
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既存
建物

地震力負担方向

中間期にはガラス面から外気を取り
込み、増築屋根の側面から排気する
重力換気を計画します。夏季や冬季
の床吹出空調と合わせ、一年を通じ
常に心地よい温冷感と省エネを実現
します。

２F児童開架スペースは開架ラウンジ
の吹抜に張り出し、光のあふれる快適
な空間とします。
基礎の柱状改良の数を減らすため、な
るべく柱の数を減らすよう鉄骨造の柱
を中心にしてスラブを支持する形式と
します。

屏風ファサードはCLTの壁柱を南面に向けて屏風ファサードはCLTの壁柱を南面に向けて
並べることでルーバーの役割を果たし、日射遮並べることでルーバーの役割を果たし、日射遮
蔽に効果があります。蔽に効果があります。

また開架ラウンジのファサードは彦根の太陽経路から導また開架ラウンジのファサードは彦根の太陽経路から導
かれたジグザグ形状によって、南を閉じて東に向いて開かれたジグザグ形状によって、南を閉じて東に向いて開
き、年間でも直射光の入射を10%以下に抑制でき、常にき、年間でも直射光の入射を10%以下に抑制でき、常に
安定した間接光によって視環境を整えます。安定した間接光によって視環境を整えます。
下図の比較の通り、全面ガラスの場合に比べ、屏風ファサ下図の比較の通り、全面ガラスの場合に比べ、屏風ファサ
ードでは、年間で直射光が入る時間の割合はほとんどあードでは、年間で直射光が入る時間の割合はほとんどあ
りません。りません。

（イ） ③空間づくりに関する技術提案
増築部の開口面による効率的な室内換気

開架ラウンジに張り出した児童開
架スペースの構造日射遮蔽と最適な自然光を取込むルーバーファサード日射遮蔽と最適な自然光を取込むルーバーファサード

換気窓換気窓

FIX窓FIX窓

外装材：外装材：
外部用木質系不燃材外部用木質系不燃材

断熱材断熱材 CLTのCLTの
壁柱壁柱 NN

年間直達光割合シミュレーション年間直達光割合シミュレーション

従来の全面ガラスの場合 今回のルーバーファサードの場合今回のルーバーファサードの場合

自然換気シミュレーション

風の流れ　断面ダイアグラム

開架ラウンジ

ガガガガ

NN

％％
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内観：　閲覧ラウンジから外を見る 内観：　エントランスから閲覧ラウンジを見る



動
メインエントランス

閲覧ラウンジ
展示・特設コーナー
新聞・雑誌コーナー

閲覧コーナー
レファレンスコーナー
児童開架スペース

個人閲覧席

一般開架室

静
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１F ２F

閲覧ラウンジ

閲覧コーナー・レファレンスコーナー

児童開架スペース

一般開架室

個人
閲覧席

13人乗り
利用者用EV

13人乗り
利用者用EV

運営用階段
(既存)

運営用階段
(既存)

11人乗り
運営用EV

11人乗り
運営用EV

利用者用階段 利用者用階段
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南東側立面

南側立面

北側立面

西側立面

東側立面北側立面
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断面図 C

断面図 B

断面図 A
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26 22
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